
《
や
ま
も
と
・
さ
こ
ん
》

愛
知
県
豊
橋
市
出
身
。
１
９
８
２
年
７

月
９
日
生
ま
れ
。
４
３
歳
。
豊
橋
南
高

校
卒
業
、
南
山
大
学
。
１
１
歳
、
レ
ー

シ
ン
グ
キ
ャ
リ
ア
ス
タ
ー
ト
。
１
９
歳
、

単
身
渡
欧
。
２
４
歳
、
当
時
日
本
人
最

年
少
Ｆ
１
ド
ラ
イ
バ
ー
デ
ビ
ュ
ー
。
３

０
歳
、
帰
国
後
、
医
療
介
護
福
祉
の
世

界
に
。
医
療
法
人
・
社
会
福
祉
法
人
さ

わ
ら
び
グ
ル
ー
プ
の
統
括
本
部
長
就
任
。

２
０
１
９
年
第
２
５
回
参
議
院
議
員
通

常
選
挙
（
比
例
代
表
）
に
自
民
党
公
認

で
立
候
補
し
、
落
選
。
２
０
２
１
年
第

４
９
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
（
東
海
ブ

ロ
ッ
ク
比
例
代
表
）
に
自
民
党
公
認
で

立
候
補
し
初
当
選
。
当
選
直
後
か
ら
、

合
成
燃
料
の
国
産
化
の
必
要
性
を
訴
え
、

３
年
以
内
に
日
本
初
の
実
証
プ
ラ
ン
ト

の
稼
動
を
実
現
し
た
。
ま
た
、
２
０
２

２
年
８
月
、
初
当
選
後
一
年
に
満
た
な

い
中
、
文
部
科
学
大
臣
政
務
官
兼
復

興
大
臣
政
務
官
に
異
例
の
抜
擢
。
科
学

技
術
・
文
化
の
担
務
を
中
心
に
活
躍
。

２
０
２
４
年
第
５
０ 

回
衆
議
院
議
員

総
選
挙
に
て
落
選
。
２
０
２
６
年
第
５

１
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
に
て
２
期
目

の
当
選
。
英
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
を
話
す

マ
ル
チ
リ
ン
ガ
ル
。
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３
月
８
日
、
Ｆ
１
の
２
０
２
６
年
シ
ー

ズ
ン
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
グ
ラ
ン
プ
リ

で
開
幕
し
ま
し
た
。
今
シ
ー
ズ
ン
は
、
Ｆ

１
の
歴
史
の
中
で
も
大
き
な
転
換
点
と
な

る
技
術
規
則
の
変
更
が
導
入
さ
れ
て
お
り
、

モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
世
界
だ
け
で
な
く
、

次
世
代
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
方
向
性
を
占
う
意

味
で
も
大
き
な
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

《
Ｆ
１
が
示
す
次
世
代
の
姿
》

今
回
の
改
革
は
、
「
レ
ー
ス
と
し
て
の

エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
性
」
と
「
環
境

負
荷
の
低
減
」
を
両
立
さ
せ
る
と
い
う
ビ

ジ
ョ
ン
の
も
と
に
設
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

最
大
の
変
更
点
は
パ
ワ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
で

す
。
１
．
６
Ｌ

Ｖ
６
タ
ー
ボ
エ
ン
ジ
ン

と
い
う
基
本
構
成
は
維
持
さ
れ
ま
す
が
、

こ
れ
ま
で
排
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
電
力
に
変

換
し
て
い
た
「
Ｍ
Ｇ
Ｕ
ー
Ｈ
」
が
廃
止
さ

れ
ま
し
た
。
一
方
で
、
ブ
レ
ー
キ
ン
グ
時

の
運
動
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
回
生
す
る
「
Ｍ
Ｇ

Ｕ
ー
Ｋ
」
の
出
力
は
大
幅
に
引
き
上
げ
ら

れ
、
最
大
３
５
０
ｋ
Ｗ
と
な
り
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
、
エ
ン
ジ
ン
と
電
気
モ
ー
タ
ー

が
ほ
ぼ
半
分
ず
つ
出
力
を
担
う
出
力
比
率

が
「
５
０
：
５
０
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
」
の

構
成
へ
と
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
燃
料
は
、
１
０
０
％
脱
炭
素
燃

料
へ
と
移
行
し
ま
す
。
合
成
燃
料
や
バ
イ

オ
燃
料
な
ど
、
将
来
の
市
販
車
に
も
応
用

可
能
な
技
術
が
前
提
と
な
っ
て
お
り
、
Ｆ

１
は
単
な
る
レ
ー
ス
の
枠
を
超
え
、
自
動

車
技
術
の
実
験
場
と
し
て
の
役
割
を
一
層

強
め
て
い
ま
す
。

ま
た
車
体
は
小
型
・
軽
量
化
。
ま
た

レ
ー
ス
中
の
オ
ー
バ
ー
テ
イ
ク
を
増
や
す

こ
と
が
狙
わ
れ
て
前
後
ウ
イ
ン
グ
が
可
動

す
る
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
エ
ア
ロ
」
が
導
入

さ
れ
ま
し
た
。

《
元
Ｆ
１
ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
感
じ
る
課

題
》し

か
し
実
際
の
レ
ー
ス
で
は
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
不
足
し
、
本
来
で
あ
れ
ば
全
開
で

加
速
し
て
い
る
は
ず
の
ス
ト
レ
ー
ト
で
減

速
し
な
が
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
回
収
す
る
場

面
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
ド
ラ
イ
バ
ー
の
感

覚
か
ら
す
る
と
、
こ
う
し
た
走
り
方
が

モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
最
高
峰
で
あ
る
Ｆ

１
の
姿
と
し
て
本
当
に
望
ま
し
い
の
か
、

疑
問
を
感
じ
る
部
分
も
あ
り
ま
す
。

も
っ
と
も
、
Ｆ
１
は
単
に
速
さ
を
競
う

だ
け
の
競
技
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
常
に
技

術
革
新
の
最
前
線
に
あ
り
、
新
し
い
技
術

に
は
必
ず
課
題
が
伴
い
ま
す
。
そ
の
課
題

こ
そ
が
次
の
革
新
を
生
み
出
し
て
き
ま
し

た
。
今
回
の
規
則
変
更
も
、
自
動
車
技
術

の
未
来
に
向
け
た
重
要
な
挑
戦
だ
と
い
え

る
で
し
ょ
う
。

《
激
化
す
る
世
界
の
自
動
車
産
業
競
争
》

目
を
現
実
の
自
動
車
産
業
に
移
す
と
、

世
界
で
は
電
動
化
の
流
れ
が
地
域
ご
と
に

異
な
る
形
で
進
ん
で
い
ま
す
。
中
国
や
欧

州
で
は
Ｅ
Ｖ
化
が
明
確
な
ト
レ
ン
ド
と

な
っ
て
い
る
一
方
、
米
国
で
は
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
車
が
市
場
を
牽
引
し
、
日
本
メ
ー

カ
ー
の
競
争
力
を
支
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
ア
ジ
ア
市
場
で
は
厳
し
い
現
実

も
あ
り
ま
す
。
中
国
市
場
で
は
日
系
メ
ー

カ
ー
の
シ
ェ
ア
が
１
割
を
下
回
り
、
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
市
場
で
も
６
割
を
切
り
ま
し
た
。

中
国
の
Ｂ
Ｙ
Ｄ
や
、
ベ
ト
ナ
ム
の
Ｖ
ｉ
ｎ

Ｆ
ａ
ｓ
ｔ
な
ど
新
興
メ
ー
カ
ー
の
急
成
長

が
背
景
に
あ
り
ま
す
。

現
在
の
自
動
車
産
業
は
、
「
電
動
化
」

「
脱
炭
素
」
「
国
際
競
争
」
と
い
う
三
つ

の
大
き
な
変
化
の
真
っ
た
だ
中
に
あ
り
ま

す
。

《
日
本
の
も
の
づ
く
り
の
底
力
》

そ
れ
で
も
日
本
に
は
大
き
な
強
み
が
あ

り
ま
す
。
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
技
術
、
操
作
性

や
安
全
性
、
そ
し
て
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ

で
培
わ
れ
て
き
た
高
効
率
エ
ン
ジ
ン
技
術

で
す
。

Ｆ
１
で
導
入
さ
れ
る
高
度
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
脱
炭
素
燃
料
の
技

術
は
、
自
動
車
産
業
が
直
面
す
る
「
環
境

対
応
」
と
「
走
行
性
能
の
追
求
」
を
両
立

す
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
を
示
し
て
い
ま
す
。

《
技
術
革
新
を
支
え
る
政
治
の
責
任
》

こ
う
し
た
技
術
革
新
を
、
日
本
の
産
業

競
争
力
へ
と
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
政
治

の
責
任
で
す
。
研
究
開
発
投
資
の
促
進
、

合
成
燃
料
な
ど
次
世
代
燃
料
の
社
会
実
装
、

そ
し
て
次
世
代
自
動
車
技
術
の
国
際
ル
ー

ル
形
成
。
こ
れ
ら
を
戦
略
的
に
進
め
て
い

か
な
け
れ
ば
、
日
本
の
自
動
車
産
業
は
世

界
競
争
で
後
れ
を
取
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
裾
野
が
広
く
、

日
本
経
済
を
支
え
る
基
幹
産
業
で
あ
る
自

動
車
産
業
。
そ
の
強
み
を
守
り
、
未
来
に

向
け
て
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
い
く
政
策
を

実
行
し
て
い
く
こ
と
。
そ
れ
が
政
治
の
重

要
な
役
割
で
す
。

世
界
の
競
争
が
激
化
す
る
中
で
、
日
本

の
も
の
づ
く
り
が
世
界
を
リ
ー
ド
で
き
る

よ
う
、
私
も
政
治
の
立
場
か
ら
全
力
で
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

衆
議
院
議
員

Ｆ
1

の
革
新
が
示
す
自
動
車

産
業
の
今
と
未
来
へ
の
展
望
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